
　滋賀県は、琵琶湖の北湖で上層と下層の水が鉛直方向に混ざり合
い、湖面から湖底まで水温と酸素濃度が同程度になる「全層循環」を
１月26日に確認した、と発表しました。
　冬季の湖面冷却で表層の水が低温・高密度となり深層へと沈降を始
め、その代わりに深層水が上昇する対流が発生して、酸素を多く含んだ
水が湖底へ運ばれます。湖底の「貧酸素」状態を回避し、エビや貝類など
の生態系維持に欠かせないメカニズムで、大きく息を吸って体内に新鮮
な酸素が行き渡るイメージから「琵琶湖の深呼吸」とも呼ばれています。
　この循環は例年１月から２月にみられる現象で、昨年は３月中旬ま
で確認できず、地球温暖化の影響が懸念されていました。今年は“例
年通りの時期”でしたが、これで一安心、とはいかないようです。昨年
の暖冬で湖底の水温が高かったことに加え、今冬の豪雪や低気温で
湖面との温度差が広がったことから循環が起こりやすい状態にあっ

たと考えられています。これも地球温暖化による気候変動が大きく
なった事が原因と言われています。
　また、近年、オオバナミズキンバイの異常繁茂やアユの稚魚「ヒウ
オ」の記録的な不漁など、これまでとは異なる琵琶湖の変化が多く報
告されるとともに、私たちの日常生活や経済活動に少なからず影響
を及ぼしつつあることも気がかりの一つです。
　人々に多くの恵みを与えてくれている琵琶湖。私たちには、先人か
ら預かったこの宝物を、未来にしっかりとした姿で引き継ぐ責任があ
ります。そのためには、琵琶湖の鼓動に耳を澄ませ、呼吸を感じ、目を
凝らして細かな変化も見逃すわけにはいきません。
　事態が深刻化してからでは遅い、との強い危機感を持って、琵琶湖
の環境保全に私たち一人ひとりが今なすべきことを考え、実行すべ
きではないかと考えます。
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「琵琶湖の深呼吸」
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　織田信長は天正４（1576）年に蒲生郡安土の地に新たな城

を築きます。日本でもっとも有名な城のひとつに数えられる安

土城です。この信長による安土築城にはそれまでの山城にはな

い極めて注目される施設が導入されます。それは高い石垣と金

箔瓦と天主という三つの要素に要約することができます。

　石垣は安土築城以前から日本の城郭に採り入れられています

が、本格的な高石垣は安土城が最初となります。従来は近江の

石工が動員されたと言われていましたが、同じ近江の石工が築

いた観音寺城では矢穴を用いて割った石材を石垣に用いていま

すが、安土城の石垣石材には一切矢穴が認められません。近年

安土城以前に信長が築いた岐阜城、小牧山城で発掘調査が行

われ、すでに小牧山築城段階から石垣を用いた城造りの行われ

ていたことが明らかとなっています。こうした築城に関わった石

工たちがそのまま安土城にも動員されたものと考えられます。

　次に瓦ですが、安土城以前に石垣を導入した観音寺城や小

谷城で瓦はまったく出土しておらず、石垣造りの城ではあったも

のの、建物は板葺き屋根であったと考えられます。一方、畿内の

城郭で私部城や田辺城からは安土築城以前から瓦を葺いた建

物の存在が確認されています。しかしこうした瓦を葺く城からは

石垣が認められません。畿内先進地という立地から古代以来の

瓦工がいたため、瓦を城郭に導入したものと考えられます。

　ところが安土築城では、信長は瓦を葺くために唐人一観とい

う人物に依頼し、唐様に仰せつけたと記されています。中国人と

おぼしき人物を監督とし、中国風の瓦を用いたとはいかにも信

長らしいのですが、実際に用いられている瓦は日本の瓦そのも

のです。なお、瓦は奈良衆が焼いており、古代以来の瓦生産地

の職人たちが動員されていました。

　さらにこの瓦は本格的に城郭に用いられた最初の事例なの

ですが、瓦先端の紋様部分には金箔が施されました。これは城

郭が軍事的施設というだけではなく、天下統一を目指す信長の

シンボルとして築かれたことを端的に示しています。

　もうひとつ、安土城でもっとも注目されるのが天主の造営で

す。安土山の最高所に五重七階の高層建築が建てられたので

す。城下からはそれまで見たこともない、屋根が金色に輝く高

層建築がそびえ、人々は天下人としての信長をそこに見ること

となりました。天主はまさに信長の天下統一の具現化したシン

ボルだったのです。

　天主は天正７（1579）年に完成しますが、わずかその３年後

に焼失してしまいます。図面も一切残されておらず、具体的にど

のような建物が建っていたのかは謎ですが、内部については文

書が残されており、障壁画は狩野永徳が描き、金具なども京都

の一流の職人が腕を揮ったと記されています。

　このように安土城はそれまでの戦国時代の城とはまったく

異なり、日本城郭の革命的変化と捉えることができます。以後

の日本の城は石垣、瓦、天守を用いるようになります。まさに安

土城は信長のイノベーションそのものだったのです。
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※ハラル（HALAL）／イスラムの教えで許された「健全な商品や活動」。

　当行は、２月８日に滋賀県大津市のコラボしが21にて、公益財団法
人滋賀県産業支援プラザ、滋賀県と共催で、「アジア展開セミナー」
を開催しました。
　本セミナーは、アジア各国への事業展開を検討されている地元企
業の皆さまに有意義な情報を発信しようと、2014年に始めたもので
す。７回目の今回は、訪日外国人が急増する中、ムスリム（イスラム教
徒）の方々向けの「おもてなし」を展開しようとする事業者さまを対象
に、「ハラル※ビジネス」をテーマとしました。
　第１部では、ハラールメディアジャパン株式会社 代表取締役 守護
彰浩氏が「ハラールビジネスへの第一歩」と題して、訪日ムスリム観
光客の現状を説明。ハラル対応の可能性や、その手段の一つである
ハラル認証について講演しました。続いて第２部では、滋賀県内のム
スリム留学生を招いたパネルディスカッションを行い、ムスリムたち
がどのようなサービスを求めているのか、質問を交えながら意見を
交換しました。

　当行は、15年５月に一般社団法人ハラル・ジャパン協会と業務提
携し、イスラム市場でのビジネス展開やハラル認証取得に関する情
報提供等を行っています。第６次中期経営計画にある「地方創生への
挑戦」を実践すべく、今後も地元企業の皆さまの海外ビジネス展開
をサポートしてまいります。

滋賀県との「地域密着連携協定」による取り組み
第7回「アジア展開セミナー」開催
～できる一歩から始めるムスリム向け「おもてなし」～
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